














































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　年　月　日株式会社　○ ○ 銀 行 殿
お届け印
?????????????
本人（債務者）
保証人
　私および保証人は、貴行との手形貸付および証書貸付の取引において市場連動
金利を適用するに際し、別に差し入れた銀行取引約定書、および、証書貸付取引
の場合は金銭消費貸借契約証書の各条項のほか、次の条項を確約します。
第1条（市場連動金利）　　　　　　　　　　第2条（損害金）
　①この取引において、貴行が適用する利　私がこの取引による債務を履行しなかっ
　　率は、市場金利に貴行所定の利ざやを加　　たときは、弁済すべき金額に対し、年14％
　　えた利率（以下「適用金利」という）と　　または市場金利に年2％を加えた利率のう
　　します。　　　　　　　　　　　　　　　ち、いずれか高いほうの利率により算出し
　②貴行は、適用金利にっいて貴行所定のた金額を損害金として支払います。この場
　　一定期問の最終日（以下「金利見直し日」　合の計算方法は年365日の日割り計算とし
　　という）ごとに見直したうえ、前項によ　　ます。
　　る適用金利を適用するものとします。　　第3条（期日前弁済）
　③市場金利が著しく急変したため、貴行　私は、あらかじめ貴行の同意を得て貴行
　　が適用金利の変更を必要と認める場合に　　所定の手数料、費用、損害金を支払ったう
　　は、金利見直し日以外でも、私は、随時、　え期日前弁済をすることができるものとし
　　第1項の適用金利に変更することに同意　　ます。
　　します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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富田　博久
　「ユーロ円貸付」は銀行の海外店がユーロ市場から調達したユーロ円資金
を国内の居住者に直接貸付ける取引を総称しており、その勘定は海外店で計
上する。実態はユーロ円インパクトローンとも称すべきものである。
　しかし、近時のユーロ円貸出の原資は東京オフ・ショア市場で調達される
ことが多い。
　ここで調達されたユーロ円は事務処理（通常Bookingという）の行なわ
れる海外店に電信送金され、事務処理後国内の取引先の取扱店に送金され、
具体的貸出業務が行なわれる。
　事務処理（ブッキイング）は香港若しくはシンガポール支店で行なわれる
ケースが多いが、最近では各種規制の少ない香港支店が多いようである。
かく、日常取引は国内本支店で行なうわけだが、ユーロ円をべ一スにした取
引なので国内居住者も海外店との直接取引の形をとることになる。
　このように、自由金利市場の金利をべ一スに一定のスプレッドを乗せた金
利での取引はすぐれて取引の透明度を高める効果がある。
　しかも、貸手側（銀行側）の調達コストの優劣（最終的にはその銀行の格
付け）、内部合理化伸展度合によるスプレッド幅、借手側の信用度合などが
双方で合致した点で取引が成立するもので、正に金融自由化の中の競争原理
に基づく取引の最たるものとしてスプレッド貸出が登場しているものと考え
られる。
　いたずらなシェア競争のためのものでなく節度ある競争の結論としてのス
プレッド貸出の増大を期待するものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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